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平成 28年度ゆめづくり協働事業

各地域の取組を紹介します。

つつじが丘・春日丘自治協議会

　自然に囲まれた国津地区は、地震や風水害などの自然災害が発生し
た時に孤立する恐れがあります。そこで、今年度は災害時に雨風をし
のぎ暖を取れるように防災用テン
トや石油ストーブなどを各集会所
に整備しました。
　また、国津地区は高齢者が多い
ため、災害時要援護者の実態把握
なども行い、地域一丸となって防
災に取り組んでいます。

災害時に使用する防災用テントなどを整備

　坂道が多く車のスピードが出やすいこの地域での安全運転を呼びか
けるため、子どもたち自らが「飛び出し注意」の看板を作る親子もの
づくり教室を開催しました。完成
した看板は、通学路へ設置してい
きます。
　その他、地域にある公園に健康
遊具の設置や一時避難所としての
機能を高めるため発電機を整備す
るなど公園機能を充実させました。

飛び出し注意の看板を子どもたちが製作

　安心安全のまちづくりを目指して、地域内の防犯灯を増設し、LED
電灯への交換を行いました。その他、地域内の通学路の安全確保のため
危険個所の雑草除去や地域内の防
犯パトロールの強化を行いました。
　また、地域内外の人に箕曲のこと
をもっと知ってもらうため、名所や
グルメ情報をまとめた地域情報アプ
リ「ほれこみのわ」の掲載企業を増
やし、内容の充実に取り組みました。

防犯灯のLED化など安心安全のまちづくり

国津地区地域づくり委員会

箕曲地域づくり委員会

　赤目地域の歴史・文化を守り、後世に伝えるため平成 27 年度に地
域に伝わる昔話を元に紙芝居を製作しました。今年度は、小学校や老
人会、市民センターまつりなどで
実際に紙芝居を披露しました。
　また、「赤目散策サポーター」を
養成する勉強会を開催。観光客や
地元の皆さんに赤目四十八滝以外
にもある赤目の歴史・文化などの
魅力を発信しています。

赤目の自然と歴史を伝える

　地域の災害対策本部となる市民センターに基地局を設置し、各地区に携
帯無線機を配備。災害などの緊急時に他の通信システムに頼らない独自の
連絡体制の確立を目指しています。
　携帯無線機は誰でも使える簡易な
ものにし、昨年の市総合防災訓練で
は実際に使用して通信状況の確認を
行いました。また、地域で開催する
イベントでも積極的に使用し、操作
に慣れるようにしています。

緊急時に活用する携帯無線機を地域に配備

　平成 27 年度に「桔梗が丘お助けセンター」を開設し、高齢者世帯
の日常生活での困りごとを住民同士で助け合っています。
　今年度は、外出支援サービスと
して自宅から直接病院やスーパー
などへの送迎を行ったほか、配食
サービスを平成 29 年 4 月から本
格的に運用していくため、桔梗が
丘南市民センターの調理室を改装
するなど準備を進めています。

外出支援サービスや配食サービスを準備

赤目まちづくり委員会

桔梗が丘自治連合協議会

川西・梅が丘地域づくり委員会
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■ eまちなばりアドレス
http://www.emachi-nabari.jp/
スマートフォンは
ＱＲコードから
アクセスできます。

オ
ー
プ
ン
！
ま
ち
な
ば
り

地
域
づ
く
り
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

e  

地
域
経
営
室

地
域
経
営
室　　

  

6363
‐
７
４
８
４

‐
７
４
８
４



3　2017年（平成 29年）2月 10日号

薦原地域づくり委員会

　自家製レトルトパックを用いて、
災害時に最低限必要とされる 3日分
の食糧を自分たちで作ることに挑戦
しています。保存食を自ら作り備蓄
することは防災意識の日常化にも繋
がります。
　今年度は試作品を製造しました。今
後は、長期間の保存などに耐えられる
かなどの研究を積み重ねていきます。

自家製レトルトパックで保存食作りに取り組む

　平成 20年から運行を開始した公共交通機関が無い地域を結ぶコミュ
ニティバス「コモコモ号」。これまで停留所に屋根はなく、利用者の人
たちには不便さがありました。
そこで、停留所に雨や日差しを
遮るオープンタイプの屋根を設
置しました。（さつき台 1番町）
　また、今年度も引き続き地区
の防災備品を収納する倉庫など
を整備しました。

コミュニティバスの停留所に屋根を設置

　まちのシンボル公園である「パークアベニュー」「3号公園」「せせら
ぎ」は家族連れなどで賑わい、たくさんの人が利用しています。この
一帯をより明るく、いつまでも安
全な憩いの場としてご利用いただ
くために、今年度は公園内に防犯
カメラを 3台設置しました。
　犯罪の抑制や不審者の捜索を迅
速に行えるようにし、より安全な
まちづくりを目指しています。

公園内に防犯カメラを設置

蔵持地区まちづくり委員会

中央ゆめづくり協議会

地縁法人　錦生自治協議会

　遊休地となっていた中学校用地を公園として活用するため整備を進め
ました。今では、「きずな公園」として花見やどんど祭りなどを開催し、
多くの人で賑わうようになりました。
　今年度は、公園のグラウンドゴ
ルフコースやベンチの整備をしま
した。現在では、グラウンドゴル
フを楽しむ人たちをはじめ、地域
の皆さんの健康増進や憩いの場と
して活用しています。

グラウンドゴルフ練習コースを整備

　高齢者の生きがいづくりと地域活性化を目的に設立した「木の子の里
錦生」ブランド。今年度は、地元の雇用促進やイオン１階の隠物産市場
や市内飲食店など取引先を増やして
販路拡大に取り組んできました。
　また、新たに錦米生産センター
を立ち上げ、地元で作ったお米の
ギフト「にしきおてらす」の来年
度の商品化に向けた準備を進めて
います。

錦生ブランドの販路拡大と新商品開発

　平成 28年 9月にカフェスペースやカラオケ室、多目的室などを備
えた地域支え合いセンター「なごみ」がオープンしました。
　「なごみ」では、映画鑑賞や保健
師を招いての健康講座を行ってい
るほか、地域の子育て広場の会場
としても活用しており、子どもか
ら高齢者まで、地域のどなたでも
利用できる交流の場としての事業
を行っています。

地域支え合いセンター「なごみ」がオープン

すずらん台町づくり協議会

ひなち地域ゆめづくり委員会

　市内の地域づくり組織が平成 28 年度に実施、またはこれ
から実施予定の事業について、事業化に至る経緯・目的・内容・
期待する効果などを発表します。（発表は 3地域のみ）
　どなたでも参加いただけます。ぜひ、お越しください。

日時　3月 21日火 午後 1時 30分～
場所　防災センター（鴻之台） ◎参加無料

実践交流会地域づくり代表者会議
平成 28年度

 地域経営室　  63‐7484


